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入退院センターでは患者さんが安心して入院、手術に臨めるよう
様々なオリエンテーションを行っています。
入院や手術に関して、わかりやすい説明を心掛けています

お部屋はすべて個室になっており、ゆっくりとお話しすることができます
入院生活への不安やご要望などお聞かせください。

入退院センターは１F医事課の奥 救急センターの隣にあります

入退院センターの役割



術後の早期回復と合併症予防のために

タバコを吸うことで、術後の順調な
回復を脅かします。
タバコは健康にとって「百害あって
一利なし」です。

手術後の一日も早い回復と、健
康な生活のためにも、
手術が決まったこの日を機会に禁
煙を行いましょう。



口の中の細菌は手術を行う時に
悪い影響をもたらします。

当院では特に全身麻酔で手術を
受けられる患者さんに歯科医での
口腔ケアをお願いしています。

当院では特に全身麻酔で手術を
受けられる患者さんに歯科医での
口腔ケアをお願いしています。

１．手術後の合併症が減少する 2．入院期間が短縮される

日本歯科医師会「治療前からのお口のケアのすすめ」より引用 日本歯科医師会「治療前からのお口のケアのすすめ」より引用

3．術後の肺炎を予防する 4．傷口からの感染を予防する

５．麻酔時の歯科トラブルを予防できる

JCHO九州病院

ぐらつく歯を放置すると、全身麻酔時に気管まで

チューブを入れる際に歯が抜けたり折れてしまうことが

あります。折れた歯や抜けた歯が気管に入ってしまう

こともあり、大変危険です。

全身麻酔時には口から気管

まで管を入れて人工呼吸を

します。管と共に細菌が気管

や肺に入り、肺炎を起こす

可能性があります。

唾液共に飲み込んだ口腔内の

細菌が手術部位を通過すること

により、手術部位の感染を

起こしやすくなり、治癒が遅れる

可能性があります。

歯科での検診・治療が円滑に行えるよう、歯科医院宛の

紹介状も作成できます。お口の中に気になる症状がある方、

歯科受診を予定する方は主治医・看護師へご相談ください。

手術が決まったら歯科受診をしましょう

手術の前に歯科受診が必要な理由

お口の中には約100億個の細菌がいるといわれており,その多くが、歯の表面に付着する

「歯垢」や「歯石(歯垢の固まり)」の中に潜んでいます。普段は悪さをしない細菌も手術を

行うことで一時的に全身の抵抗力が弱まったとき、様々な合併症の原因となって、

手術後の治りが悪くなることがあります。そのため手術前のお口のケアで「歯垢」や

「歯石(歯垢の固まり)」をできる限り取り除いておくことが大切です。

手術の前のお口のケアによる効果
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